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自に見えない世昇で、地球を救ぅヒ ー ロ ー を見つける
�

 

釈たちの在む世籍には、王

の缶はもちろん、堡の工から悔
そこ びせいぶ

の底まで、さまざまな微生物が

すんでいます。地霰に枠在す

る微笙局は約1寛種籟、総薮

は1寛の1冤倍と言われてい

ます。地霰は欠簡の皇という
びせいふ← ほし い

より、むしろ微生物の星と言え
びせいぶ：っ

るかもしれません。微生物たち
わたし せいかつ かたち

は私たちの生活をいろんな形
ささ じ人、るいはつてん

で支えています。人類の発展の
め み びせいぷつ

ために、目に見えない微生物た

ちにもっと程首していくこと

が矢竹です。

世算の欠目は、82蜃欠を超ぇ
ふ つづ

て増え続けています。すべての
ひと

人がおなかいっぱい食べられる

ようにすることが、とても矢切
か 1こい

な課題になっています。雀尉

としての溜局に自を尚け、薇

笙砺との箇保を署ぇてみまし

を探す

ょう。

作物至首にも居躍

悔に蓋笙した藉局が、4蜃

牟ほど箭に薩宝へと笙菌業を
ひろ たす

広げたときに、それを助けたの

＾ 

砕の詰産

もっとおいしく
もっとたくさん
食べられるように…

ぴ廿いぷつ い事 しよくぷつ

が微生物でした。今も、植物
ぴせいぷつ せいいく

のまわりの微生物たちは生育を

助けたり、祝氣ゃストレスに

掻＜したりするだけでなく、爵

築ゃ簾紛の鼠森さえ食ぇてしま
びせいふ← つか

うこともあります。微生物を使

って壬爾晟岱を岱蘇し、作栃

の産脊に尚いた蘊爾を作った

り、桐椴菌の層溜を昴ぇて作

栃を等ったりできます。
ぴせいぶ ちから

そんな微生物の力には、

みち ぷぷん おお

だまだ未知の部分が多くて、そ
にんげん りよう

のすべてを人間が利用できるよ

は9メ しょうがくせい

「ウルトラマンを夢見る小学生が、

地霰を検ぅ和箪著になりたいと應ぃ

立ち、薙省を繭嗚ることにしました」

ま

うにはなっていません。そこで、
せ加9じゅう きさよう びせいぷつ ちから

世界中の企業が微生物の力を

餅寅し、それを籠作局の笙籠

投藷に生かそうとがんばって

います。

砂藻籍化、宇百篇藁も視野

もしかしたら 100笙後の条莱
びせいぶつ ちから か

には、微生物の力を借りて、

一

しよくぷつ か

植物を変えてくれる
びせいぷつ

そんな微生物を
さが だ

探し出そうn
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砂藻を氣で い っ ぱ い に し た

り、幸冒で籐羹ができるよう

になっていたりするかもしれま

せん。
わたし び せいぷつけんさゆうしゃ

私たち微生物研究者は、ま

だ貞ぬスー パ ー薇笙弱を世昇

市の王ゃ藉物の缶から操し藷
きじ よ

けています。この記事を読んで
きみ なか

くれた君たちの中から、蒋莱

いっしょに曾薮してくれる欠が

出てくれたらうれしいです。

につぼん さいtかさゆう こうてきけんさいうきかん いれらさ99ん

日本で最大級の公的研究機関なんだ。茨城隈つくば市など、

釜菌 12か薪の餅寅樋盗があって、目染の籠冨ゃ社桑に複立っ
ざじりつ けんさbう すす

技術について研究を進めているよ。

----J 
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芦 亨さん

薩霙投厨緑各餅欝薪（酋総餅）笙砺

プロセス薪寅蔀簡。蘊簡は、藉紛を
つよ びせいぶご しいつしんしょうがつこう みやき

強くする微生物。出身小学校は宮城

嬢口莞厨笠口栄り］ぐ。
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